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宮古島におけるマラリア有病地の地理的環境とかんがい排水事業の空間表現
Geo-visualization of Endemic Malaria and Irrigation and Drainage Project in Miyako
Island
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本研究では、20世紀前半に刊行された 5万分の 1地形図と現在の高精度 DEM、さらに表層地質図を組み合わせ、それ
らから 2次元・3次元の地図を作成してマラリア有病地の地理的環境復元と、1972年の本土復帰後に実施されたかんが
い排水事業の空間表現を試みた。

20世紀前半の先島諸島では、年間 1,000人から 2,000人の熱帯熱マラリア患者の発生が報告されている。これまでの
研究から、先島諸島のマラリア有病地は、起伏があり水系の発達した「高島」と呼ばれる大陸性の島もしくは火山島にお
いて多く分布したことが明らかにされている。マラリア媒介蚊のコガタハマダラ蚊は、表層を非石灰岩の地質が広く覆
う場所や、水たまりや水田が形成されやすい湿地帯を好み、こうした地理的環境を有する地域が有病地となった。
本研究では、礁性の石灰岩が表層の 90%を覆う「低島」の宮古島を対象とする。島の性格からマラリア有病地の分布

は限定される。しかし、粘土質堆積物が表層を覆い、かつ断層地形の受けた凹地状の土地では有病地が確認されている。
本報告では、それらの一つである宮古島市東仲宗根添集落を事例地域とする。この地域では表層地質の影響から水が溜
まりやすく、さらに大野山林を中心とする森林の存在により、島内最大の有病地が形成された。第 2次世界大戦後に米
軍の実施した DDT散布等によって熱帯熱マラリアは撲滅されるが、抜本的な解決は本土復帰後の土地改良事業、具体的
には「かんがい排水事業」によるところが大きい。本報告では、東仲宗根添集落で実施された「県営かんがい排水事業
宮原地区」の事業内容の地図化を試み、復元された 20世紀前半のマラリア有病地の地理的環境との関係を考察する。
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